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下野市立薬師寺小学校

校長 海老原 忠

教育目標 『ふるさとを愛し、夢に向かって高め合える子を育む』

・すすんで学ぼう ・心をみがこう ・体をきたえよう

閉校式を終えて

3月5日、閉校式を行いました。歴史と伝統ある本校が、149年

という長い歴史に幕を下ろす大切な儀式でした。広瀬市長様を始

めとするたくさんの方々をご来賓にお迎えし、開催することがで

きたことは、感謝に堪えません。わかってはいても、校旗を返納

すると万感の思いが込み上げて来ました。本校を巣立った方は、1

万名を超えます。本当に多くの同窓生や地域の方々に支えられ、

今の薬師寺小があることを実感しています。本当にありがとうございました。

カウントダウンボードは、間もなく一桁になります。

《閉校式 第1部》

2年ぶりに全校生が体育館に集い、本来の薬師寺小の姿を見ることができました。校旗返納を行い、

校長式辞や市長、議長のあいさつ、代表児童の発表があり、校歌を歌いました。

《閉校式 第2部》

子供たちが進行を務め、学校に残っている写真や地域の方々から寄せられた昔の思い出等を紹介し、

本校の歴史を振り返りました。仁良川下にお住まいの同窓生へのインタビュー動画も流され、貴重な

お話を伺うことができました。今年1年間を振り返るスライドショーもあり、温かな雰囲気の第2部

でした。



《内覧会》

閉校式当日、本校の内覧会を実施しました。体育館に設置した思い出コーナーや校舎内を懐かしそ

うにご覧になっている方々がたくさんいらっしゃいました。

《６年生を送る会 ３月２日》

感染症対策のため会場には６年生と５年生のみでしたが、各学年からはお世話になった６年生への、

感謝の気持ちがこもったビデオメッセージやプレゼントが届けられ、温かい雰囲気の会になりました。

企画や準備、運営と、5年生がしっかりと動けるようになってきたことをうれしく思いました。

《6年生花束作り ２月２４日》

保護者にプレゼントするバラの花束作りを行いました。県農政部の方や花の生産者の方からたくさ

んの花を提供いただき、お花屋さん２名が講師として来校されました。子供たちは慣れない手つきで

悪戦苦闘していましたが、全員ステキな花束を完成させることができました。きっとお家の方にも喜

んでいただけたことと思います。

校長室の窓から
閉校式で、2年ぶりに全校生による校歌を聞きました。全校生で歌うのはこれが最後になること

から、音源を流すのではなく生伴奏で歌うことを決めました。校歌は子供たちの声で歌われてこそ

校歌だなあと改めて感じました。思わず声が詰まりました。

内覧会には、たくさんの方々が来校されました。本校の校舎や校庭の様子も変遷してきており、

展示した写真を見たり卒業アルバムをめくったりしながら、かつての薬師寺小について家族に熱弁

を振るわれている様子も見られました。薬師寺小を誇りに、そして大切に思う気持ちがあふれてい

ました。


